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高齢者の職業生活の20年間の変化：
高齢者の雇用延長政策による影響はあるのか？

杉澤 秀博（桜美林大学大学院）

1.問題意識
　少子高齢化という急速に進展する人口転換に
よって、社会や経済システムの見直しが必要と
される。その重要な課題の１つとして高齢者の
雇用推進が位置付けられる。高齢化の急速な進
展により年金受給者が急増するものの、少子化
によって年金を納める現役世代の人たちが減少
することから、賦課方式の公的年金制度は財源
的な危機に直面することになる。その危機を回
避するためには年金支出の抑制が不可欠であり、
高齢者が年金に依存しなくても生計維持ができ
るような体制の整備、すなわち稼働所得を維持
できるよう雇用推進を図ることが重要な柱とな
る。このような政策的な意図のもと、公的年金
の支給開始年齢の引き上げのスケジュールに合
わせて、65歳までの雇用確保のための措置が
2000年以降の高年齢者雇用安定法の改定によっ
て講じられている。この法律の改定によって多
くの企業では定年者の再雇用を行い、65歳まで
の雇用確保を図ってきている。世界的にみても
日本の高齢男性の就労割合が高いものの、年金
財政の安定を目指した高齢者の雇用推進施策に
よって、より一層高齢者の就労を促す社会的な

圧力が強くなってきている。
　このように65歳までは法律的に雇用保障が行
われるようになったが、この人たちの就業の実
態、特に雇用延長政策の進展に伴ってどのよう
に職業生活に変化が見られるかについては明ら
かにされていない。著者は、65歳までの雇用延
長が法律上保障される以前の1999年と、65歳ま
での雇用が法律上保障されて以降の2016年に、
全国55 ～ 64歳の男性を対象に職業生活に関す
る調査を実施した。この間に基礎年金の支給開
始年齢が60歳から65歳へと引き上げられている。
　本稿では、このデータベースを用いて、60歳
以上男性の職業生活が1999年と2016年でど
のように異なるかを示してみたい。分析の軸は、
雇用形態（正規職、非正規職、自営業、無職）と
職種（「ホワイトカラー職」と「ブルーカラー職」）
であり、①現職の雇用形態・職種とそこに至る
経緯、②健康状態による現職の雇用形態・職種
の分布、③現職の雇用形態・職種別の職業生活
の質（自由裁量、仕事要求度、技術の活用、仕事
満足度）が、1999年と2016年でどのように異な
るかを明らかにし、高齢者の雇用延長施策との
関連で職業生活の質がどのように変化してきて



－ 2 －

－ 6858 － 中央調査報　No.782・令和 4年12月10日発行　■

いるかについて考察してみたい。なお、ホワイ
トカラー職には「管理的職業」「専門的・技術的
職業」「事務従事者」「販売従事者」が、ブルーカ
ラー職には、「農林漁業従事者」「運輸・機械運
転従事者」「生産工程従事者」「運搬・清掃従事者」

「サービス職業従事者」「建設・採掘従事者」など
が含まれる。

2.現職の雇用形態・職種とそこに至る経過：
1999年と2016年の比較

　表1は、雇用形態と職種を組みわせ、「正規ホ
ワイトカラー職」「非正規ホワイトカラー職」「正
規ブルーカラー職」「非正規ブルーカラー職」「自
営業」「無職」のそれぞれの割合を、1999年と
2016年で比較した結果を示している。「正規ホ
ワイトカラー職」と「非正規ホワイトカラー職」の
各割合は2016年では19％と12％であり、いず
れの割合も1999年の割合(11%、7％ )よりも増
加している。他方、「自営業」と「無職」の各割合は、
2016年で23％と21％であり、1999年の29％と
32％から減少している。
　表2には、現職への転職の年齢（「45歳未満に
転職」「45歳以上で転職」）について、1999年と
2016年を比較した結果を示している。「45歳未

満で転職」した人に関してみると、転職の結果
として「自営業」という人が1999年の65％から
2016年では47％に減少したものの、転職後に「正
規ホワイトカラー職」「非正規ホワイトカラー職」
となった人の割合は合計で19％から32％へと増
加していた。他方、「45歳以上で転職」した人で
は、1999年と2016年では、転職後の雇用形態・
職種の分布に有意差はみられなかった。つまり、
高齢者雇用安定法の改定の影響は観察できな
かった。
　どのような紹介ルートで現職に就いたかにつ
いては、職種による違いが大きく、調査年による
違いは大きくなかった。すなわち、いずれの調査
年においても「ホワイトカラー職」では「正規」「非
正規」のいずれも、「出向元や元の会社の指示や
斡旋」が50 ～ 60％以上を占めており、次いで「家
族や友人の紹介」が20 ～ 30%であった。「ブルー
カラー職」については、「正規職」「非正規職」のい
ずれも「家族や友人の紹介」が40 ～ 50％と最も
多くを占めていた（表略）。高齢者雇用安定法の
改定によって、65歳までの雇用保障が企業に義
務づけられたが、45歳以上の転職に関しては全
体としてみた場合、「出向元や元の会社の指示や
斡旋」の割合に有意な増加は観察されなかった。

表1：現在の雇用形態・職種の分布：1999年と2016年の比較

年
現在の雇用形態・職種

計正規
ホワイトカラー職

非正規
ホワイトカラー職1）

正規
ブルーカラー職

非正規
ブルーカラー職 自営業 無　職

1999年2） 11.2 7.0 9.4 11.5 28.6 32.4 100.0

2016年 19.2 11.5 11.3 14.2 22.7 21.1 100.0

1）非正規職には「パート・アルバイト」「嘱託」「人材派遣企業の派遣社員」が含まれる。
2）雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられた（χ2（df）＝47.644（5）、 P <.001）。灰色のバックグラウンドの

セルは、残差分析の結果、1999年と2016年で顕著な差（< 1.96）がみられたカテゴリーであることを示している。

表2：転職年齢階級別にみた現在の雇用形態・職種の分布：1999年と2016年の比較

転職時期 年
現在の雇用形態・職種

計正規
ホワイトカラー職

非正規
ホワイトカラー職

正規
ブルーカラー職

非正規
ブルーカラー職 自営業

45歳未満で転職1）
1999 16.8 2.6 10.9 5.2 64.5 100.0

2016 25.3 6.2 14.6 6,7 47.2 100.0

45歳以後の転職2）
1999 16.3 20.2 17.8 31.9 13.9 100.0

2016 23.5 21.3 14.0 27.1 14.0 100.0

1）45歳未満で転職した人では、雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられた（χ2（df）＝17.122（4）、P <.01）。
灰色のバックグラウンドのセルは、残差分析の結果、1999年と2016年で顕著な差（< 1.96）がみられたカテゴリーであることを示している。

2）45歳以上で転職した人では、雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意な差がみられなかった（χ2（df）＝5.831（4）、 P >.05）。
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　表3には、最長職（「正規ホワイトカラー職」
「正規ブルーカラー職」「自営業」」）別に、現在の
雇用形態・職種の分布が1999年と2016年でど
のように異なるかを比較した結果を示している。
最長職が「正規ホワイトカラー職」の人では、現
職が「正規ホワイトカラー職」であるという人の
割合が1996年の30％から2016年では37％へ増
加していた半面、「無職」の人は41％から24％へ
と減少していた。これ以外の最長職である「正規
ブルーカラー職」「自営業」についてはいずれも、

現在の雇用形態・職種の分布に関しては1999年
と2016年で有意差はみられなかった。高齢者の
雇用延長政策との関連では、最長職が「正規ホワ
イトカラー職」の人への影響が大きく、60歳以降
でも「正規ホワイトカラー職」に就く人の割合が
増えていることが示唆されている。

3.健康状態別にみた現職の雇用形態・職種
の分布：1999年と2016年の比較

　表1で示したように、この20年間に「無職」の

表3：最長職別にみた現在の雇用形態・職種の分布：1999年と2016年の比較

最長職 年
現在の雇用形態・職種

計正規
ホワイトカラー職

非正規
ホワイトカラー職

正規
ブルーカラー職

非正規
ブルーカラー職 自営業 無　職

正規
ホワイトカラー職1）

1999 29.8 14.6 2.1 6.8 6.3 40.5 100.0

2016 37.3 16.1 4.8 10.0 7.6 24.1 100.0

正規
ブルーカラー職2）

1999 1.2 3.4 25.8 19.0 4.0 46.6 100.0

2016 0.8 4.2 35.6 20.3 6.8 32.2 100.0

自営業2）
1999 1.8 0.3 3.3 3.0 83.0 8.7 100.0

2016 2.0 1.0 3.0 4.0 86.1 4.0 100.0

1）最長職が「正規ホワイトカラー職」の人では、現在の雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられた（χ2（df）＝20.694（5）、
P <.001）。灰色のバックグラウンドのセルは、残差分析の結果、1999年と2016年で顕著な差（< 1.96）がみられたカテゴリーであるこ
とを示している。

2）最長職が「正規のブルーカラー職」の人では、現在の雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられなかった（χ2（df）＝8.955
（5）、 P >.05）。

3）最長職が「自営業」の人では、現在の雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられなかった（χ2（df）＝3.431（5）、 P >.05）。

表4：健康状態別にみた現職の雇用形態・職種の分布：1999年と2016年の比較

健康状態 年
現在の雇用形態・職種

計正規
ホワイトカラー職

非正規
ホワイトカラー職

正規
ブルーカラー職

非正規
ブルーカラー職 自営業 無　職

疾患
罹患

罹患なし1） 1999 10.4 7.1 11.1 11.1 30.7 29.6 100.0
2016 16.3 10.9 13.2 14.6 24.3 20.8 100.0

罹患あり2） 1999 12.6 6.8 6.1 12.1 24.5 37.9 100.0
2016 22.9 12.4 8.7 13.8 20.6 21.6 100.0

うつ病

可能性低い3） 1999 11.8 7.6 8.8 12.0 29.6 30.4 100.0
2016 19.9 11.7 11.5 13.5 23.9 19.5 100.0

可能性高い4） 1999 7.4 2.2 13.2 8.1 21.3 47.8 100.0
2016 13.5 9.6 9.6 19.2 13.5 34.6 100.0

主観的
健康

よい／ふつう5） 1999 12.7 8.0 10.2 12.1 28.3 28.6 100.0
2016 21.6 11.5 11.7 14.0 23.7 17.5 100.0

悪い6） 1999 3.8 1.6 5.5 7.7 29.1 52.2 100.0
2016 4.4 11.8 8.8 14.7 17.6 42.6 100.0

1）「罹患なし」の人では、雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられた（χ2（df）＝20.961（5）、 P <.001）。
2）「罹患あり」の人では、雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみれれた（χ2（df）＝27.930（5）、 P <.001）。
3）うつ病の可能性「低い」の人では、雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられた（χ2（df）＝40.494（5）、 P <.001）。
4）うつ病の可能性「高い」の人では、雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられた（χ2（df）＝13.684（5）、 P <.05）。
5）主観的健康が「よい／ふつう」の人では、雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられた（χ2（df）＝37.809（5）、 P 

<.001）。
6）主観的健康が「悪い」の人では、雇用形態・職種の分布は1999年と2016年で有意差がみられた（χ2（df）＝18.365（5）、 P <.01）
以上1）～ 6）については、いずれも灰色のバックグラウンドのセルは、残差分析の結果、1999年と2016年で顕著な差（< 1.96）がみられ
たカテゴリーであることを示している。
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人が減少し、「ホワイトカラー職」の人は「正規職」
「非正規職」の割合がいずれも増加していた。年
金の支給開始年齢が上がったことによって、健
康上の問題を抱えている人でも無理をして就業
せざるをえなかったという弊害が起こっていない
のであろうか。表4では、いくつかの健康指標を
用いて健康状態の良否別に現職の雇用形態・職
種の分布を、1999年と2016年で比較した結果
を示した。いずれの指標についても、健康状態
が良好な人だけでなく、健康状態が良くない人
でも、雇用形態・職種の分布は1999年と2016
年で有意な差があり、特に「非正規ホワイトカラー
職」で割合の増加が、「無職」の人で割合の減少が
著しかった。以上のことから、1999年においては、
健康状態が悪く、就業を控えていた人であって
も、2016年においては同じような健康状態の人
で就業している可能性があり、この傾向は、特に

「非正規ホワイトカラー職」の人たちで顕著である
ことが示唆された。

4.現在の雇用形態・職種別にみた仕事特性：
1999年と2016年の比較

　年金の支給開始の繰り上げに伴って、経済的
な理由から就業環境が悪い場合でも65歳まで就
労することが求められている可能性がある。表5
では、現在の雇用形態・職種別に、仕事特性が
1999年と2016年で違いがあるか否かを分析し

た結果を示した。仕事特性は、「自由裁量」「仕
事要求」「技術・知識の活用」「失業不安」「仕事
満足度」の面から評価した。「ホワイトカラー職」
では「正規職」「非正規職」に関係なく、「自由裁量」
と「技術・知識の活動」のスコアが高く、「ブルー
カラー職」では「正規職」「非正規職」に関係なく、

「自由裁量」と「技術・知識の活用」のスコアが低
い傾向がみられたが、それらの分布は1999年と
2016年では有意差はみられなかった。
　表6に、最長職と現職との職種の移動が、仕
事特性に与える影響を分析した結果を示した。
仕事満足度については、「ホワイトカラー職⇒ブ
ルーカラー職」へ、「ブルーカラー職⇒ホワイト
カラー職」へと職種を移動した人では、1999年
から2016年で仕事満足度の低下が著しかった。

5.終わりに
　近年、年金財政の逼迫に対応するため、年金
に依存するのではなく稼働所得による生計維持
を目指した高齢者の雇用推進が目指されている。
本稿のデータ分析では60歳以上の男性について
は就業割合が増加しており、特に最長職がホワ
イトカラー職の人で60歳以後もホワイトカラー
職で就業する人の増加が大きいことが示唆され
た。他方では、次のような課題があることも浮
かび上がってきた。第１に、以前は健康が優れ
ないため就業を控えていた人の間でも就業して

表5：雇用形態・職種別にみた仕事特性：1999年と2016年の比較

雇用形態 年
仕事特性1）

自由裁量 仕事要求 技術・
知識の活用 失業不安 仕事満足度

正規ホワイトカラー職
1999 0.48 0.20 0.30 -0.10 0.29

2016 0.64 0.21 0.53 -0.00 0.12

非正規ホワイトカラー職
1999 0.02 -0.43 0.32 0.02 0.14

2016 0.15 -0.41 0.24 0.15 0.10

正規ブルーカラー職
1999 -0.52 0.07 -0.37 0.04 -0.05

2016 -0.41 0.06 -0.32 0.05 -0.15

非正規ブルーカラー職
1999 -0.86 -0.30 -0.51 0.21 -0.14

2016 -0.77 -0.11 -0.32 0.22 -0.31

自営業
1999 0.23 0.14 -0.06 -0.18 -0.04

2016 0.44 0.06 0.33 0.07 0.07

1)スコアはすべて標準化した。
2)仕事特性の指標ごとに、平均値が1999年と2016年で有意に異なるか否かはt検定で評価した。
***; P<.001、*; P<.05

***2） *2）
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いる人の割合が増加しており、健康管理の拡充
の必要性が示唆されたこと、第2に、仕事の質
の面では職種の変更（「ホワイトカラー職種⇒ブ
ルーカラー職種」「ブルーカラー職種⇒ホワイ
トカラー」）が仕事満足度を低下させる傾向が強
まっており、その理由としては、生計維持のた
めの就業という半強制的に就業せざるを得ない
ことが関係していると思われることである。以
上の課題への研究面・実践面での対応が必要で
ある。
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表6：最長職と現職との職種移動別にみた仕事特性：1999年と2016年の比較

最長職⇒現職 年
仕事特性1）

自由裁量 仕事要求 技術・
知識の活用 失業不安 仕事満足度

ホワイトカラー職⇒
ホワイトカラー職

1999 0.38 -0.07 0.31 -0.03 0.19

2016 0.48 -0.02 0.46 0.01 0.07

ホワイトカラー職⇒
ブルーカラー職

1999 -0.75 -0.40 -0.63 0.00 -0.04

2016 -0.86 -0.25 -0.63 0.04 -0.36

ブルーカラー職⇒
ブルーカラー職

1999 -0.67 -0.01 -0.42 0.12 -0.15

2016 -0.42 -0.27 -0.22 0.06 -0.17

ブルーカラー職⇒
ホワイトカラー職

1999 -0.03 -0.03 0.53 0.05 0.52

2016 -0.14 -0.91 -0.07 -0.14 -0.14

1)スコアはすべて標準化した。
2)仕事特性の指標ごとに、平均値が1999年と2016年で有意に異なるか否かはt検定で評価した。
***; P<.001、*; P<.05、+; P <10

*

+

*

*
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11月の時事世論調査
11月の時事世論調査による

と、岸田内閣の支持率は前月か
ら0.3ポイント増の27.7％、不
支持率は同じく0.5ポイント増の
43.5％で、双方ともほとんど変
化はなかった。不支持率は３カ
月続けて支持率を上回った。

調査は全国18歳以上の男女
2,000人を対象として11月11日
から14日に実施、有効回収（率）
は1,233（61.7％）だった。

この時期の国内の動きは、
新型コロナ、水際対策緩和：

政府は１日５万人としていた海
外からの入国者数の上限を撤廃
し、個人の外国人旅行客の入国
も解禁した。また、国内観光の
促進策「全国旅行支援」が東京都
を除く全国46道府県で始まった

（10月11日）。
円相場の下落続く：東京外国

為替市場で円は一時１ドル=150
円台前半に下落し、1990年8月
以来、約32年ぶりの安値水準と
なった。日米金利差を背景に、
円を売って高金利のドルを買う
動きが止まらなくなっている。

（10月20日）。
消費者物価、高騰：価格変動

の大きい生鮮食品を除く全国消費
者物価指数が前年同月比3.0％上
昇した。上昇率は消費税増税の影
響を除くと1991年８月以来、31
年ぶりの高水準。中でも、生鮮食
品を除く食料が4.6％上昇と41年
ぶりの高さを示した（10月21日）。
射殺事件、容疑者を逮捕：「餃

子の王将」を展開する王将フード
サービスの社長だった大東隆行
さ ん（ 当 時72）が2013年12月、
京都市山科区の本社前で射殺さ
れた事件で、京都府警は特定危

院（イテウォン）」で、狭い路地に
密集した人々が折り重なるよう
に倒れる事故があった。現地当
局によると150人以上が死亡し、
在韓日本大使館は日本人の女性
２人が亡くなったことを確認し
た（10月29、30日）。
独首相、訪中：ドイツのショ

ルツ首相は中国を訪問し、北京
市の人民大会堂で習近平国家主
席と会談した。主要7カ国（G7）
首脳の訪中は新型コロナウイル
スが世界で流行が始まった2020
年以降、初めてとなる（11月4日）。

政党支持率　自民党の支持率
は前月から0.7ポイント減少して
22.8％だった。以下、立憲民主
党は1.2ポイント増の4.8％、日
本維新の会は1.2ポイント減の
2.8％、公明党は0.8ポイント増の
3.7％、共産党は0.1ポイント増
の2.0%、国民民主党は0.5ポイ
ント減の0.6％だった。支持政党
なしは58.9％で変化はなかった。

国民の景気感　「良くなった」
は 前 月 よ り0.4ポ イ ン ト 増 の
4.2％、「悪くなった」は0.1ポイ
ント減の58.9％だった。時事世
論景気指数は前月から２ポイン
ト増加して11となった。

暮らし向き　昨年の今頃と比
べて「楽になった」は前月から0.1
ポ イント 減 の4.0 ％、「 苦 しく
なった」は1.6ポイント増加して
39.0％となった。

険指定暴力団工藤会系組幹部の
田中幸雄容疑者（56）を逮捕した

（10月28日）。
十三代目「團十郎」襲名：歌舞

伎俳優の市川海老蔵さん（44）が、
東京・歌舞伎座の舞台で十三代
目「市川團十郎」を襲名した。父の
十二代目團十郎さんが2013年に
亡くなってから約９年ぶりに「團
十郎」が復活する（10月31日）。
首里城復元工事、起工式：

2019年10月の火災で焼失した首
里城（那覇市）の正殿の復元工事
の起工式が正殿跡地で行われた。
防火・防災対策を強化し、2026
年秋の完成を予定している（11
月3日）。

国外では、
ゴッホ「ひまわり」にスープ：

ロンドンの美術館「ナショナル・
ギャラリー」で、ゴッホの代表的
絵画「ひまわり」に２人の環境活
動家がトマトスープとみられる
液体をかけ、その場で逮捕され
た。絵画はガラスで覆われて無
事だった（10月15日）。
英トラス首相が辞任：英国の

トラス首相が辞任を表明した。
英史上３人目の女性首相となっ
たトラス氏は、就任から44日、
史上最短の任期となった。就任
直後から経済政策への批判が高
まっていた。後任にはインド系
のスナク氏が指名された（10月
20、24日）
中国、習近平総書記３期目へ：

中国共産党の新たな指導部が発
足した。習近平総書記は３期目
続投を決め、現首相の李克強氏
は党最高指導部の政治局常務委
員から退く完全引退となる（10
月23日）。
EU、ガソリン車新車販売を
2035年に禁止：欧州連合（EU）
は、2035年にガソリン車など内
燃機関車の新車販売を禁止する
ことで合意した。ハイブリッド
車（HV）やプラグインハイブリッ
ド車（PHV）も対象となり、電気
自動車（EV）への移行が急速に進
む見込み（10月28日）。
ソウル梨泰院で群衆事故：韓

国・ソウル市内の繁華街「梨泰

◇  告　知　板
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支持しない 43.5％支持しない 43.5％支持しない 43.5％

内閣支持する 27.7％内閣支持する 27.7％内閣支持する 27.7％

時事世論景気指数

2012年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年
97.2 143.8 129.1 126.0 120.0 131.9 130.0 109.9
20年 21年 （11月）（12月） 22年（１月）（２月）（３月）
25.0 95 92 75 20 13

（４月）（５月）（6月）（7月）（８月）（9月）（10月）（11月）
16 33 26 10 22 10 9 11

政党支持率（上段：11月、下段：10 月）
自
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22.8 4.8 2.8 3.7 2.0 0.6 0.6 0.2 0.3 0.8 58.9
23.5 3.6 4.0 2.9 1.9 1.1 0.7 0.4 0.3 0.8 58.9


